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Ⅰ 問題と目的

自己受容は心理臨床において重要な概念の一つ

であり（春日，2015），心理的健康の一指標にも数

えられている（板津，1995）。川上（2017，2018）

は，自己受容を，「良い面も悪い面も含めて，自

己のありのままを受け容れ，自己を信頼している

こと，またそうしようとしていること」としたう

えで，「弱みのある自分の受け容れ」「強みのある

自分の受け容れ」「リセット希求のなさ」「自己価

値の肯定」「自律性の受け容れ」「対処能力への自

信」の6因子からなる，包括的な自己受容尺度

SACCS（SelfAcceptanceCompactandCompre-

hensiveScale）を提案し，大学生の自己受容の

測定を目指した。

自己受容が，どのような個人的特性によって支

えられているのか，これまでにも検討がなされて

きた。たとえば，板津（1995）は，「自己受容性

や他者受容性は，自己や他者を感情的にどのよう

に捉えているかをつかもうとしている。これらに

対して，自己認知や自己知覚，他者認知や他者知

覚などは，自己や他者への認知的接近法と考えら

れている」（p.1）としたうえで，個人の，比較

的単純な知覚情報処理における特性が，自己受容

性とどのように関連しているのかについて検討を

行なっている。その結果，自己受容尺度SASSV

（板津，1989，1993）において「情緒不安定」で

なく，「自信・自己信頼」が高い個人で，ロッド

フレームテストにおける物理的垂直と視覚的垂直

とのずれが小さいことが示された。

また，高野ら（2012）は，自己に注意を向けや

すい性格特性である自己注目（坂本，1997）に着

目し，これと自己受容との関係について検討を行

なった。彼らは，Trapnell&Campbell（1999）の

理論に基づき，私的自己意識を自己反芻（self

rumination）と自己内省（selfreflection）に

分け，それぞれの自己注目と自己受容との関係を
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川上（2017，2018，2019）は，女子大学生を対象に複数の自己受容尺度を統合し，“弱みのある自分の受

け容れ”，“強みのある自分の受け容れ”，“リセット希求のなさ”，“自己価値の肯定”，“自律性の受け容れ”，

“対処能力への自信”の6因子に対応する下位尺度を構成する全17項目からなるコンパクトな自己受容

尺度（SACCS:SelfAcceptanceCompactandComprehensiveScale）を提案している。本研究では，自

己受容の涵養と，記憶想起における傾向との間に関連が認められるとの仮説を立て，この自己受容尺度と

自伝的記憶想起課題における想起傾向との関係について吟味した。その結果，SACCS下位尺度において，

弱みのある自分の受け容れと自伝的記憶の想起におけるネガティブな記憶の想起との間に関連が認められ

た。すなわち，弱みのある自分の受け容れが高い女子大学生は，ネガティブな自伝的記憶の想起数が少な

い傾向が示された。
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吟味した。自己反芻とは，ネガティブで慢性的な

自己注目であり，自己内省は，自己への知的好奇

心によって動機づけられた自己注目である。重回

帰分析の結果，自己反芻の傾向が高い個人は，生

き方，性格，身体といったそれぞれの自己の側面

をネガティブに捉え，受け容れることができない

のに対し，自己内省の傾向が高い個人は，こうし

た自己の諸側面を肯定的に捉え，受け容れること

ができると示された。

SACCSを用いて自己受容を測定した川上（2019）

の研究では，仮想的有能感（速水ら，2004）お

よび自己愛的脆弱性（上地・宮下，2009）と

SACCS下位尺度との関連について吟味がなされ

た。この結果，仮想的有能感に関しては，強みの

ある自分を受け容れることは，必ずしも仮想的有

能感につながるものではないことが示される一方

で，仮想的有能感を持つことが，リセット希求を

持つことや，自己価値を肯定できないことと関連

していることが示された。また自己愛的脆弱性に

関しては，自己顕示を不自然に抑制する傾向，お

よび，他者からの承認や賞賛に過敏でそれが得ら

れないと傷つく傾向については，自己受容が低い

ほど高くなることが示され，不安や抑うつを自分

で調節する力が弱く他者にその緩和を期待する傾

向についても，概ね自己受容が低いほど高くなる

ことが示された。一方で，自分の強みについて，

それを認識し，受け容れているかどうかと自己愛

的脆弱性との間には関連が認められなかった。

自己概念が自己受容に影響を及ぼす過程を明ら

かにしようと，理想自己と現実自己との差異と自

己受容との関係を検討した新井（2001）は，理想

自己と現実自己との差異が，不合理な信念を媒介

にして，自己受容に影響していることを示した。

すなわち，理想自己と現実自己の差異増大による

自己受容の低下は，論理的必然性のない前提，事

実に基づかない前提である（国分，1980）不合理

な信念が高いほど顕著であることが，重回帰分析

の結果から明らかとなった。このことから新井

（2001）は，自己受容という適応状態を作り出す

ために，理想自己や現実自己といった自己概念や，

不合理な信念へのアプローチが自己受容を高める

ことにとって重要であることを指摘している。

さらに牧・坂井（2009）は，理想自己と現実自

己との差異を，個人がどのように「認知」してい

るかに着目し，理想自己と現実自己とのギャップ

に対して，「落ち込む」か「気にしない」か「頑

張れる」か，という3つの選択肢を設定し，調査

対象者をこの「認知」により分類した。その結果，

理想自己と現実自己とのギャップそのものの高群

と低群との間に，自己受容の有意差が認められる

一方で，ギャップに対する認知によって「頑張れ

る」群で自己受容が最も高く，次いで「気にしな

い」群，「落ち込む」群の順に自己受容が低くな

ることが示された。

以上のように，個人を特徴づける態度や特性と，

自己受容との関連についての吟味がなされてきた。

そうした中では，自己概念と自己受容の間には，

一定の関連性が認められている。

一方で，こうした自己概念に関わる記憶として，

自伝的記憶（autobiographicalmemory）に関す

る研究が進められてきた。人が，生活の中で経験

した，様々な出来事に関する記憶の総体を自伝的

記憶と呼ぶ。自伝的記憶は，一般には「個人が人

生において経験したエピソードの記憶」（Baddeley,

1997；Conway,1990）と定義される。しかし，

佐藤（1998）も指摘しているように，自伝的記憶

は，本人が「経験した」として想起しているエピ

ソードであり，どこまでが実際に経験された内容

で，どこからが虚記憶（falsememory）である

のかについては，区別が不可能である。したがっ

て，佐藤（1998）が定義しているように，過去の

自己に関わる情報の記憶（佐藤，1998）であると

考え，論を進める。

自伝的記憶は個人的経験の蓄積であり，それに

よって自己概念が形成される，とした Conway

（1990）を踏まえ，神谷・伊藤（2000）は，自伝

的記憶はパーソナリティを解明するための有益な

知見を提供するだろう，としている。一方で，た

とえばWilhelmetal.（1997）の研究では，強迫

性障害の患者は，健常者に比べて，特定の自伝的

大阪樟蔭女子大学大学院人間科学研究科臨床心理学専攻･附属カウンセリングセンター研究紀要＜第14･15号＞ 2021年46



記憶を検索することに困難を覚えることを示して

いる。また，これまでの抑うつに関する研究結果

から，抑うつ者が，自伝的記憶の想起に関して，

ネガティブな側面を想起しやすいことも論じられ

ている（田上，2017）。本研究において扱う自己

受容はパーソナリティではないし，自己受容が低

いことが，直接強迫性障害や抑うつにつながるわ

けではないが，自己に対する態度としての自己受

容と自伝的記憶とが関連する可能性は高い。

Klein,&Loftus（1993）は，Tulving（1983）

の，エピソード記憶，意味記憶の分類にしたがい，

自己についてのエピソード記憶を自伝的記憶，自

己についての意味記憶を自己概念（selfconcept）

とした。エピソード記憶と意味記憶との関係にお

いて，エピソード記憶が抽象化され，意味記憶に

「昇華」されると考えるならば，自己概念は，自

伝的記憶が抽象化され，「昇華」されることによっ

て，形成されると考えられる。さらに，こうして

形成された自己概念に対する受容が自己受容であ

ると考えるならば，両者の間に一定の関係が認め

られると想定することができる。

自伝的記憶研究においては，想起されたそのエ

ピソードが，本人にとって，ポジティブであった

か，ネガティブであったか，が取り上げられるこ

とが多い（伊藤，2000；神谷，1994，2002；高田，

2003；齋藤，1993；齋藤ら，1991；上原，2017；

山本，2008；山本・野村，2010）。齋藤（1994）

は，小学5年生，中学2年生，高校1年生，大学

1年生，40歳代，50歳代，60～84歳，の7つの

調査対象者集団で自伝的記憶想起課題を実施した。

その結果，どの年齢層の調査対象者集団において

も，想起される自伝的記憶に随伴する感情の比率

（快：不快：その他）は，5：3：2，あるいは6：

3：1で安定していることが示された。齋藤（1994）

はこれを「記憶のホメオスターシス」あるいは，

感情比率の安定化傾向と呼んでいる。

また，髙橋・松野（2015，2017）は，自伝的記

憶を想起させる課題を用いた調査において，ポジ

ティブな感情を伴った経験を想起することによっ

て，現在の充足感がもたらされたり，ポジティブ

に意味づけられる出来事を想起することによって，

調査対象者が自己受容感を高めようとしたりした

可能性を指摘している。このように過去のエピソー

ドとしての自伝的記憶を想起することを通して，

現在の自己受容が影響を受けると想定した研究も

認められる。こうしたことからも，自己受容の高

低と，自伝的記憶の想起過程は関連していると想

定される。本研究では，自伝的記憶想起課題にお

いて，想起されるエピソードの感情価が，自己受

容とどのように関連しているのかについて検討を

行う。

自伝的記憶があくまでも自発的に想起されたも

のである以上，自伝的記憶と自己受容との関連に

ついては，双方向的なものであると考えるべきで

あろう。すなわち，髙橋・松野（2015，2017）が

示したように，過去のエピソードである自伝的記

憶そのもの，あるいはその想起の積み重ねによっ

て，現在の自己受容が規定される可能性がある一

方で，現在の自己受容の高低によって，想起され

る自伝的記憶としてのエピソードそのものが影響

を受けることも十分に考えられる。さらには，個

人が有する情報処理のバイアスそのものが，自己

受容と自伝的記憶想起の双方に影響を与えている

可能性も考えられる。

いずれにしても，こうしたことから，自己受容

の高低と，自伝的記憶想起における個人の特性と

の関連について吟味することは有意義な試みであ

ると考えられる。特に，想起されるエピソードの

感情価を吟味し，ポジティブな自伝的記憶を想起

する，あるいは，過去の経験について，ポジティ

ブなものを想起しやすい傾向性，また，ネガティ

ブな自伝的記憶を想起する，あるいは，過去の経

験について，ネガティブなものを想起しやすい傾

向性が，自己受容と関連を示すのかについて検討

することは，自己受容に迫るための有効な手段で

あると考えられる。本研究における研究仮説とし

ては，ポジティブな自伝的記憶を想起しやすい傾

向性は，高い自己受容と関連し，ネガティブな自

伝的記憶を想起しやすい傾向性は，逆に，低い自

己受容と関連することが予想される。先述のよう
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に，これらの因果関係については複数の方向性が

想定されるが，まずは，これらにいわゆる相関関

係が認められるのかについて明らかにしたい。

以上より，本研究では，川上（2018，2019）に

よる自己受容尺度（SACCS:SelfAcceptance

CompactandComprehensiveScale）と自伝的

記憶想起課題とを同一の調査対象者に実施し，そ

れらの関連について吟味することを目的とする。

Ⅱ 方法

調査時期

調査は2016年5月から6月に実施された。

調査対象者

大阪樟蔭女子大学に所属する大学生24名（平

均年齢19.5歳，SD＝0.58）が調査に参加した。

質問紙の構成

複数の自己受容尺度（藤原・菅原，2010，櫻井，

2013，藤川・大本，2015，森下・三原，2015，笹

川，2015）を組み合わせ，59項目からなる自己

受容測定尺度（5件法）が作成された。

自伝的記憶想起課題

自伝的記憶を想起してもらう課題については，

「生まれてから高校の終わりまで」の期間に起こっ

た出来事を想起してもらい，それぞれの出来事が，

自分にとって，ポジティブな出来事，ネガティブ

な出来事，ニュートラルな出来事であるかの区別

を行うものであった。

手続き

本研究では，調査対象者から自己受容に関する

質問紙調査と自伝的課題の両方のデータを取得す

ることが企図された。このため，2016年度春期

に開講された心理学系講義，「認知心理学」内の

異なる授業日に，それぞれの課題が約1ヶ月の間

隔を空けて実施された。

質問紙調査は，講義時間中に担当教員が質問紙

を配布し，調査対象者は集団で質問紙調査に参加

した。調査対象者には個人のペースでこれらに回

答することが求められた。回答所要時間は約15

分であった。

自伝的課題についても講義時間中に実施された。

調査対象者は，「生まれてから高校の終わりまで」

の期間に起こった出来事（エピソード）を，どん

なことでも良いので，思いつくままに一マスに一

項目，記述することが求められた。この際，プラ

イベートな情報であることも踏まえて，本人がそ

の出来事であると認識できるレベルの情報のみを

記載すれば良いことも併せて伝えられた。調査対

象者は，100項目分のマスが描かれた質問用紙に，

20分の時間内に，思いつく限りの出来事を記述

した。出来事の記述が終わった後，調査対象者に

は，それぞれの出来事が，自分にとって，ポジティ

ブな出来事（1）であるか，ネガティブな出来事

（2）であるか，ニュートラルな出来事（3）であ

るかの区別を行い，それらに応じて，1，2，3の

数字を，出来事を記入するマスの隣に描かれたマ

スに記入することが求められた。すべての課題遂

行時間は40分以内であった。

なお，相関係数については，Cohen（1992）に

倣い，|r|＝.10を効果量小，|r|＝.30を効果量中，

|r|＝.50を効果量大と判断した。

Ⅲ 結果と考察

質問紙に記載された項目のうち，川上（2017，

2018，2019）の分析結果に基づき，「弱みのある

自分の受け容れ」，「強みのある自分の受け容れ」，

「リセット希求のなさ」，「自己価値の肯定」，「自

律性の受け容れ」，「対処能力への自信」の6つの

下位尺度（合計17項目）に対応する，自己受容

尺度（表1），SACCSが構成され，分析に用いら

れた。

SACCSの6つの下位尺度得点（弱みのある自

分の受け容れ得点，強みのある自分の受け容れ得

点，リセット希求のなさ得点，自己価値の肯定得

点，自律性の受け容れ得点，対処能力への自信得

点）を個人ごとに該当項目に対する評定点の平均

値によって算出した。これらの得点の平均値およ

び標準偏差を表2に示した。また，SACCSの下

位尺度間相関について表3に示した。

SACCSの下位尺度間では，得点は相互に効果

量中から大の正の相関を示した。これらの相関係
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数に関しては，川上（2019）と整合的であったが，

全体的に川上（2019）と比べて数値が高い傾向で

あった。

自伝的記憶想起課題については，想起されたエ

ピソードの数を，調査対象者ごとにカウントした。

この個数，すなわち想起されたエピソードの総数

をTotalNとする。さらに，これらのエピソード

について，ポジティブなもの，ネガティブなもの，

ニュートラルなもの，に分類した上で，それぞれ

の数をカウントした。これらをそれぞれPosN，

NegN，NeutNとした。そのうえで，個人内の

PosN，NegN，NeutNそれぞれが，個人のTotalN

に占める割合を算出し，これをPosP，NegP，

NeutPとした。以上を個人の自伝的記憶のスコ

アとし，これらの得点の平均値および標準偏差を

表4に示した。さらに，これら相互の相関係数を

算出し，表5に示した。本研究においても，感情

比率の安定化傾向（齋藤，1994）は認められ，ポ

ジティブなエピソードが54％，ネガティブなエ

ピソードが32％，ニュートラルなエピソードが

14％となっている。

感情価の比率のデータに関しては，PosPと

NegPとの間に効果量大の負の相関（r＝ .770，

p＜.01）が認められ，PosPとNeutP（r＝ .370，

p＜.10），NegPとNeutP（r＝ .308,n.s.）の間

で認められる効果量中の負の相関と比べても極め

て高いことが注目される。今回のデータでは，調

査対象者数の少なさもあり，NegPとNeutPと

の相関に関しては，効果量中ではあるが，有意に

はならなかった。

最後に，SACCSの下位尺度と，自伝的記憶想

起課題におけるスコアとの相関係数を算出し，こ

れを表6に示した。TotalNは，弱みのある自分

の受け容れ得点のみと，10％水準で有意な負の相

関（r＝ .356）を示し，弱みのある自分の受け容

れ得点が低いほど，想起されるエピソードの数が

多い傾向が示された。また，PosNは，SACCS

のいずれの下位尺度とも有意な相関が認められな
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表1 SACCS下位尺度および使用項目



かった一方で，NegNは，弱みのある自分の受け

容れ，自己価値の肯定と，それぞれ5％水準（r＝

.482），10％水準（r＝ .371）の有意な相関を示

し，それぞれの自己受容得点が低いほど，想起さ

れるネガティブなエピソードが高いことが示され

た。このことは，先述のTotalNとの弱みのある

自分の受け容れとの相関が，ネガティブなエピソー

ドの想起数によって影響されたものである可能性

を示唆する。上記以外のSACCSの下位尺度と，

自伝的記憶想起課題におけるスコアとの相関は認

められなかった。

以上より，本研究で扱われた自己受容の高低と，

自伝的記憶想起課題において想起されるエピソー

ドの感情価との間には，自己受容が低い個人に，

ネガティブなエピソードを多く想起する傾向が認

められたが，ポジティブなエピソードの想起やニュー

トラルなエピソードの想起に関わる傾向性につい

ては，明確な関連が認められなかった。本研究に

おいてもポジティブなエピソードの比率とネガティ

ブなエピソードとの比率とに強い負の相関が認め

られていることからも，ネガティブなエピソード

の相対的な比率が上がることは，ポジティブなエ
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表2 SACCS下位尺度の平均値および標準偏差（Max＝5.00）

表3 SACCS下位尺度間の相関係数



ピソードの相対的な比率が下がることにつながる。

それであるにもかかわらず，本研究においては，

ネガティブなエピソードの想起と自己受容の間に

のみ相関関係が認められたことは興味深い。想起

されるエピソードがネガティブかポジティブか，

というよりも，ネガティブなエピソードを想起す

るかどうか，というところに自己受容の問題が関

係していると考えるべきであろう。しかし，問題

と目的の部分で両者の因果関係に関して記述した

通り，ネガティブなエピソードの積み重ねが，低

い自己受容につながっているのか，低い自己受容

を有する個人が，より多くのネガティブなエピソー

ドを想起するのか，本研究のパラダイムでは明ら

かにはできない。しかし，少なくともそうした相

関関係自身が存在することは，自己受容について

考えていく今後の研究を進めていくに際しては有

益な知見であったと言える。

先行研究において，自尊感情に基づき，調査対

象者を高自尊感情群と低自尊感情群に分類した遠

藤（1999）では，想起された自伝的記憶において，

ポジティブ，ネガティブ，ニュートラルの感情比

率には，違いが認められなかった。つまり，高自
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表4 自伝的記憶課題スコアの平均値および標準偏差

表5 自伝的記憶課題の相関係数



尊感情群で，ポジティブな自伝的記憶をより多く

思い出す，あるいは，低自尊感情群で，ネガティ

ブな自伝的記憶をより多く思い出す，という現象

は認められなかった。ただし，この研究において

は，自尊感情の調査が大学の新入生として入学し

た直後に行われていることから，劇的環境変化の

最中で，通常状態とは異なったものである可能性

が示唆されている（遠藤，1999）。このように，

研究状況に依存し，様々なデータが得られる可能

性は否めないが，こうした知見を積み重ねていく

ことで，自己受容へのアプローチができるように

なっていくと期待される。

さらに，自己受容と自伝的記憶との関連につい

て吟味していくうえでは，自伝的記憶想起におけ

る意図性についても，考慮していく必要があるだ

ろう。自伝的記憶の想起には二つの形態があり

（雨宮・関口，2006），一つは「クリスマスはどん

なふうに過ごしていたの？」と尋ねられることに

より，過去のエピソードを意図的に検索し，想起

する場合であり，もう一つは，「クリスマスソング

を耳にして，過去のクリスマスのエピソードを思

い出した」という経験のように，想起しようとい

う意図なしに，過去のエピソードが自動的に想起

される場合である。後者のように想起の意図がな

いにもかかわらず，自伝的記憶が意識に上ってく

る現象を自伝的記憶の無意図的想起（involuntary

recollectionofautobiographicalmemory）あ

るいは，不随意記憶（involuntarymemory）と

呼ぶ（雨宮・関口，2006；Salaman，1982）。

本研究で取り扱ったのは前者の意図的想起に基

づく自伝的記憶であったが，自伝的記憶の意図的

な想起と無意図的な想起とは，単に想起の形態が

異なるというだけでなく，想起される内容やその

機能，あるいは想起メカニズム自体が異なる可能

性が指摘されている（神谷，2003）。たとえば，

Berntsen（1998）は，日誌法に基づく無意図的

な想起と，実験室における手がかりによる意図的

な想起とを比較し，無意図的想起に基づく自伝的

記憶は，意図的なものに比べて，より具体的で，

より快の感情価をもつことを示している。さらに，

実験室実験における自伝的記憶の無意図的想起を

検討した雨宮・関口（2006）においては，特殊性

が高いポジティブな手がかり語（刺激語）の方が，

ネガティブな手がかり語（刺激語）よりも，自伝

的記憶を想起させやすいことが示された。

こうしたことを考えると，自己受容と自伝的記

憶の関係においては，無意図的に想起された自伝

的記憶が，自己概念の形成に影響し，形成された
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表6 SACCS下位尺度と自伝的記憶課題スコアの相関係数



自己概念に対しての自己受容に影響している可能

性も考えられる。この点についても，今後の検討

が必要であると考える。

牧野・田上（1998）が示しているように，自己

受容を高めることは，主観的幸福感を高めること

につながる。今後は，教育機関におけるアプロー

チや一般的な対人関係における配慮，あるいは，

生き方の指針と言えるようなものも含めて，個人

の自己受容をいかに高めていくのかについて着目

した研究が必要となろう。
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